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ワークショップNO.６
「地域福祉と財源」



１．ワークショップ会場

ユープラザうたづ 視聴覚室

２．参加者

セミナー参加者 8名

宇多津町関係者 28名 （議員4名含む）

日 本 地 域 福 祉 研 究 所 作 成
複 写 禁

参加者状況



目 的

・自治会組織がなく、戸別募金を十分に実施できない地域
に地域住民が共感して寄付できるしくみを作りだし、これま
で寄付をしてもらえなかった地域へのアプローチを試みる。

・新たな募金手法を開発し、地域に根ざしたテーマ募金が地
域の課題解決に役立っていることを地域住民に見てもらうこ
とで、助成と募金の循環を生み 出し、将来的には、自治会
組織のない地域での新しいコミュニティづくりにつなげる。

日本地域福祉研究所作成
 複写禁



展開方法（午前）

８：３０ 受付
９：００ 開会 あいさつ 宇多津町長 谷川 俊博
９：１０ 講師よりねらい・目的の説明 宮城 孝（法政大学 教授）
９：２０ 宇多津町の紹介
９：３０ 活動報告（小・中学校応援プロジェクト募金）
９：５０ パネルディスカッション

①中野盛太郎氏（PTA会長・プロジェクト委員長）
②宮本隆義氏（ボランティア連絡協議会 会長）
③二神朋人氏(宇多津小学校教諭)
④岡田文明氏（募金者代表 本格手打ちうどんおか泉 代表取締役）
⑤藤沢英明氏（宇多津町共同募金委員会）

１１：００ 休憩
１１：１０ 講義：地域福祉課題解決のための財源確保基礎知識

～お金がないで終わらせない福祉の実現に向けて～

久津摩 和弘氏（山口県共同募金会）
日本地域福祉研究所作成
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展開方法（午後）

１３：００ ワークショップ
４グループに分かれて、企画案をワークシートに基づいて協議
テーマ例
１．ひきこもりの若者の居場所がない
２．町民の防災意識が低い
３．子どもの貧困（学習支援・フードバンク等）
４．認知症高齢者の徘徊
５．子育て世代の孤立
６．高齢者の孤立（孤立死・犯罪等）
７．障害者の親亡き後の不安

１６：３０ グループ発表
まとめ・講評

１７：３０ 閉会
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結 果 (企画案は別紙）

１グループ

２グループ

３グループ

4グループ



考 察

● 住民の共感を得るためには、取り組みや手法ありきではなく、
誰が困って苦しんでいるのかなどといった問題を示す。

● 取り組みの必要性が揺らがないよう、必要性を高める情報を
しっかり集める

● 「これが最善の方法だ」と自信を持って言える解決手法の案を
理想の
方法でいいので出す

● どのようなターゲット(複数）に、どのようにアプローチするか
ファンドレイジング計画（活動資金、複数のツールなど）を明確
にすることが、今後の地域福祉実践に不可欠

日本地域福祉研究所作成
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参加しての感想

日本地域福祉研究所作
成
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